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Ⅱ 平成25年度北海道開発予算の概要

新たに課題として浮上してきている国民の命と暮らしを守るインフラ整備と

デフレからの脱却に対処するため、平成25年度は、「復興・防災対策」、「成長

による富の創出」及び「暮らしの安心・地域活性化」の3分野に重点化する。

具体的には、国民の命と暮らしを守るため、インフラの安全性の徹底調査・

総点検を行うこととしており、災害への対応力の強化も含め、ハード・ソフト

両面から、計画的、総合的に老朽化対策、事前防災・減災対策を実施する。

また、我が国の成長のための基盤を強化し、地域の再生・活性化等の課題に

適確に対応していくため、農林水産業の基盤整備や基幹的交通インフラの整備、

地域の特色を生かした活性化策等を推進する。

これらの施策の推進等を通じて、第7期北海道総合開発計画（平成20年度～

平成29年度）の中間点検を踏まえつつ、計画の主要施策である「安全・安心な

国土づくり」、「ネットワークとモビリティの向上」という基幹的な施策に支

えられた「自立的安定経済の実現」、「持続可能な地域社会の形成」、「魅力と

活力ある北国の地域づくり・まちづくり」を推進し、北海道の資源・特性を活

かした国の課題の解決に貢献する。

平成25年度北海道開発予算 総額 ４，７７０億円（対前年度 1.11倍）
＜※全国防災を加えた額 ４，７８３億円（ 同 1.11倍）＞

〔主要事項〕

北海道開発事業費（一般公共事業費） ４，６７６億円（ 同 1.11倍）
＜※全国防災を加えた額 ４，６９０億円（ 同 1.12倍）＞

行政経費等 ９４億円（ 同 0.92倍）

１．復興・防災対策

命と暮らしを守るために緊急に必要とされるインフラの再構築のため、インフラ

の安全性の徹底調査・総点検を行うとともに、老朽化対策、事前防災・減災対策を

強化・推進する。

また、災害時にも機能を維持することが必要な社会の重要インフラ等の防御体制

の整備を推進する。
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<具体的取組>

○道路・河川管理施設等の総点検、老朽化対策等の推進

○社会資本の適確な維持管理・更新に向けた取組の推進

○公共施設の耐震化・津波対策等の推進

○被災時の空港等における機能の確保

○老朽化した農業水利施設及び漁港施設の長寿命化・耐震化対策等の推進

○予防的な治水対策等の強化

○代替性の確保のための道路ネットワークの整備

○地域における総合的な老朽化対策、事前防災・減災対策の集中的支援（防災・

安全交付金）

○地方の裁量によって実施する農山漁村の防災・減災対策や農林水産業の基盤整

備を支援（農山漁村地域整備交付金）

２．成長による富の創出

民間投資の喚起のため、国際競争力強化等に資する基幹的交通インフラ等の整備

推進により成長力を支える基盤整備に取り組む。

<具体的取組>

○物流ネットワークなど基幹ネットワークの整備

○成長力強化のための社会資本の総合的整備（社会資本整備総合交付金）

３．暮らしの安心・地域活性化

生活空間の安全確保や質の向上を図り、地域がそれぞれの特色を発揮させる取組

等を推進することにより、地域経済の再生を実現する。

<具体的取組>

○担い手への農地集積の加速化、農業の高付加価値化等のための水田の大区画化

・汎用化、畑地かんがい等の整備

○間伐等の森林施業や路網の整備

○流通拠点漁港の衛生管理対策、水産資源回復対策の推進

○廃棄物の循環利用・減量処理の加速化等

○地域における総合的な生活空間の安全確保に対する集中的支援（防災・安全交

付金）（再掲）

○地域の経済・社会を支える社会資本の総合的整備（社会資本整備総合交付金）

（再掲）
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４．北海道総合開発の効果的な推進

北海道総合開発計画の効果的な推進を図るため、北海道特定特別総合開発事業推

進費による公共事業の総合的な調整や北海道の課題解決に向けた北海道開発計画調

査等を実施する。

推進費では、「北方領土隣接地域における魅力ある地域社会の形成」、「国家的規

模の災害に備えた機能分散や体制の整備」等のテーマを選定し、当該テーマに係る

基幹的な事業を機動的・重点的に実施し、北海道総合開発の円滑な推進を図る。

計画調査では、北海道の優位性を活かした新たな食関連産業の育成方策の検討、

インバウンド観光に資するニューツーリズムの推進方策の検討及び広域分散型社会

の特性を活かした地域社会モデルの検討等を実施する。

５．アイヌ施策の推進

内閣官房長官を座長とする「アイヌ政策推進会議」の下に設置された政策推進作

業部会の報告（平成24年7月）等を踏まえ、アイヌの伝統等に対する国民の関心や

理解を促進するための施策を一層推進する。

また、「民族共生の象徴となる空間」基本構想（平成24年7月：アイヌ政策関係省

庁連絡会議決定）に基づき、「民族共生の象徴となる空間」のうち文化施設周辺の

公園的な土地利用に関する基本構想調査を実施する。

６．北方領土隣接地域振興対策

「北方領土問題等の解決の促進のための特別措置に関する法律」（昭和57年法律

第85号）に基づき作成される次期振興計画（計画期間：平成25～29年度）を踏まえ、

北方領土隣接地域の振興及び住民の生活の安定に係る施策を推進する。

平成25年度は、北方領土隣接地域における魅力ある地域社会を形成するため、

ハード施策とその活用を図るためのソフト施策が一体となった取組を重点的に推進

する。

M-HKBYSN
タイプライターテキスト

M-HKBYSN
タイプライターテキスト
- 4 -



Ⅲ 第 7 期北海道総合開発計画の推進 

 平成 25 年度は、第 7 期北海道総合開発計画の策定後 6 年目となり、計画後半期

に入る。平成 24 年度に実施した計画の点検や、「復興・防災対策」、「成長によ

る富の創出」及び「暮らしの安心・地域活性化」の重点 3分野を踏まえ、所要の

施策の強化を図り、計画を着実に推進する。 

 平成 25 年度北海道開発予算により、重点的に取り組む施策は以下のとおり。 

 

１．グローバルな競争力ある自立的安定経済の実現 

○担い手への農地集積の加速化、農業の高付加価値化等のための水田の大区画

化・汎用化、畑地かんがい等の整備 

○流通拠点漁港の衛生管理対策、水産資源回復対策の推進 

○成長力強化のための社会資本の総合的整備（社会資本整備総合交付金） 

○北海道の優位性を活かした新たな食関連産業の育成（北海道開発計画調査等経

費） 

○北海道産農水産物等の輸出促進のための戦略的な情報発信の実施（北海道開発

計画調査等経費） 

○北海道におけるインバウンド観光に資するニューツーリズムの推進（北海道開

発計画調査等経費） 

 

２．地球環境時代を先導し自然と共生する持続可能な地域社会の形成 

○森林吸収量を確保するための間伐等の森林施業や路網の整備 

○廃棄物の循環利用・減量処理の加速化等による環境負荷の低減 

○アイヌ施策の推進 

 

３．魅力と活力ある北国の地域づくり・まちづくり 

○地域の経済・社会を支える社会資本の総合的整備（社会資本整備総合交付金） 

○地域における総合的な生活空間の安全確保に対する集中的支援（防災・安全交

付金） 

○北海道における広域分散型社会の特性を活かした地域社会モデルの検討（北海

道開発計画調査等経費） 

○北方領土隣接地域振興対策 
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４．内外の交流を支えるネットワークとモビリティの向上 

○我が国の国際競争力や地域経済・産業の強化を図るための物流ネットワークな

ど基幹ネットワークの整備 

○成長力強化のための社会資本の総合的整備（社会資本整備総合交付金）（再掲） 

 

５．安全・安心な国土づくり 

○道路・河川管理施設等の総点検、老朽化対策等の推進、社会資本の適確な維持

管理・更新に向けた取組の推進 

○東日本大震災の教訓を踏まえた道路・港湾施設の耐震化、津波対策、被災時の

空港における機能の確保 

○老朽化した農業水利施設及び漁港施設の長寿命化・耐震化対策等の推進 

○近年災害を受けた地域の再度災害防止、予防的な治水対策の強化 

○災害時の道路寸断により広域交通に影響を及ぼすおそれがある区間の代替性確

保のための道路ネットワーク整備 

○地域における総合的な老朽化対策、事前防災・減災対策の集中的支援（防災・

安全交付金） 

○地方の裁量によって実施する農山漁村の防災・減災対策や農林水産業の基盤整

備を支援（農山漁村地域整備交付金） 
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（参考１）第７期北海道総合開発計画の概要及び中間点検について

北海道開発法に基づき国が樹⽴する計画として、
「地球環境時代を先導する新たな北海道総合開発計画」(第７期計画)「地球環境時代を先導する新たな北海道総合開発計画」(第７期計画)
を平成２０年７⽉４⽇に閣議決定。

グローバル化の進展、地球環境問題、⼈⼝減少と急速な少⼦⾼齢化など、我が国を取り
巻く環境の変化を踏まえ 北海道の優れた資源 特性を活かし 我が国が直⾯する課題の

【計画の⽬的】

巻く環境の変化を踏まえ、北海道の優れた資源・特性を活かし、我が国が直⾯する課題の
解決に貢献するとともに、地域の活⼒ある発展を図ることを⽬的として策定。

平成２０年度からおおむね平成２９年度まで。
【計画期間】

【計画の戦略的⽬標 進め⽅ 主要施策】
計画においては、３つの戦略的⽬標の実現に向け、３つの進め⽅に沿って、５つの主

要施策を推進。

【計画の戦略的⽬標、進め⽅、主要施策】

３つの戦略的⽬標
○アジアに輝く北の拠点〜開かれた競争⼒ある北海道の実現

○グローバルな競争⼒ある⾃⽴的安定経済の実現

○森と⽔の豊かな北の⼤地〜持続可能で美しい北海道の実現
○地域⼒ある北の広域分散型社会〜多様で個性ある地域から成る北海道の実現

○アジアに輝く北の拠点 開かれた競争⼒ある北海道の実現

５つの主要施策
○グローバルな競争⼒ある⾃⽴的安定経済の実現
○地球環境時代を先導し⾃然と共⽣する持続可能な地域社会の形成
○魅⼒と活⼒ある北国の地域づくり・まちづくり
○内外の交流を⽀えるネットワークとモビリティの向上
○安全・安⼼な国⼟づくり○安全・安⼼な国⼟づくり

○多様な連携・協働
○新たな時代を⾒据えた投資の重点化

３つの進め⽅

○新たな北海道イニシアティブの発揮

【計画の中間点検について】

計画の付記に「計画策定からおおむね５年後に計画の総合的な点検を⾏う」としており、
成 年度 社会経済情勢 変化等 踏 計 点検 今後 ⽅向性平成２４年度に、社会経済情勢の変化等を踏まえて計画を点検し、今後の課題や⽅向性を

検討するための中間点検を実施。
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網走港

紋別港

釧路港

根室港

十勝港

苫小牧港

室蘭港

函館港

小樽港

石狩湾新港

留萌港

稚内港

稚内空港

利尻空港

礼文空港

紋別空港

女満別空港

中標津空港

釧路空港

帯広空港

旭川空港

札幌飛行場

奥尻空港

函館空港

新千歳空港

人流・物流ネットワークを支える基幹的な交通基盤の整人流・物流ネットワークを支える基幹的な交通基盤の整備

動車専用道路の事業区間、

　　 高速自動車国道に並行する一般国道自動車専用道路の事業区間

※２ 高速自動車国道の基本計画区間及び予定路線、一般国道の自動車専用道路の計画区間

※３ ＮＥＸＣＯ事業

※１ 高速自動車国道の整備計画区間（新直轄整備区間の抜本的見直し区間を含む）、一般国道の自

整備新幹線

凡　　　例

空港（国管理、特定地方管理、地方管理、共用）

 

高規格幹線道路(供用区間)

高規格幹線道路(事業区間 ※１)

高規格幹線道路(未事業区間 ※２ )

在

 

来

 

線

国 際 拠 点 港 湾 、重 要 港 湾

 （平成25年1月 ）

（平成24年度供用区間）高規格幹線道路

平成24年度供用予定
深川・留萌自動車道

留萌幌糠～大和田 9km

一般国道233号

平成24年度供用予定

北海道横断自動車道網走線に並行

一般国道39号 北見道路 10km

平成25年度供用予定
石狩湾新港中央水路地区

国内物流ターミナル

平成24年度供用予定

北海道縦貫自動車道に並行

一般国道40号 美深道路 3km

平成24年度供用予定
帯広・広尾自動車道

中札内～更別 7km
一般国道236号

平成24年11月10日供用

北海道縦貫自動車道

大沼公園～森 10km 3※

平成25年度暫定供用予定
函館港北ふ頭地区

複合一貫輸送ターミナル

平成25年度一部供用予定

苫小牧港西港区
複合一貫輸送ターミナル
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